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プールに発生するトン義の幼虫であるヤゴを人間

の利用するプールという施設とのかかわりでその

生かし方を考えて糸るのもす厳らしい環境学習だ

と思います。

現在、年２回の発行ですがこれを増やしていく

ためにも皆様の実践報告を短かくてもけっこうで

すので気軽にお寄せいただきたく絹集委員一同お

待ちしてい寵す。どうぞよろしくお願いいたしま

“環境教育”通巻第６号をおとどけいたし煮ず。

本号には谷口文章氏の論文が褐戦されております。

読んでいただいておわかりかと思い童すが今まで

とは少し違った型の論文かと思い寮す。「環境教

育」の論文と臆何か報告と陰どう違うのかなどと

編弗委員会にも問い合せがあります。環境教育学

会としても、“環境教育とは何か,,といった定義

や位磁づけがなされていない現在、編如委員会と

しても議論はしていますが統一見解には至ってば

おり童せん。人間が何らかのかかわりをもってい

る環境のすべてが環境教育（学習）の対象である

とニらまでは一致しております。今までは、人111］

がかかわった自然環境を対象とした環境教育の論

文や報告の占める割合が多かったように恩われ煮

ず。今回のような人間そのものにかかわる論文も

これから増えることを期待しております。環境教

育瞳人間生活にかかわる環境を対象としている以

上人１１Mの生き方、考え方などを抜きにすることは

でき主せん。この場合、謝境教育への位置づけを

明確にしていただきたいと存じさす。学校教育に

おいて、新しい方法論として、＝－ルプレイとか

ディベートなどが学習にとり入れられるように

なってい煮ず。環境教育学会としての環境教育の

新しい概念形成のためにも多様左立場からの多様

な主張や意見が本誌で論譲されることを編梨委員

一可望んでおります。

環境問題とか自然科学、環境科学といえぽそれ

なりの定義ができます。しかし「教育」という言

葉が入ると、教育とはある目的をもった意図的な

活動であるため、潔境教育の定義は容易ではあり

ません。生き方、考え方自体がlMlわれることにな

るからです。

環境教育学会の大会でも毎年論議して欲しい問

題です。本誌は論文にするか報告にするかば自己

申告制になっており煮ず。主張や討論がなされて

いたら論文として、報告は活動記爆など気軽に書

いていただけたら幸いに存じます。地球規模で考

える二とは大切な二とでばあり童÷が毎年学技の

す。
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